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—
—

南
ア
フ
リ
カ
は
人
種
や
民
族
の
多
様
性
か
ら
、「
虹
の
国
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

大
使　

南
ア
フ
リ
カ
で
は
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば

一
一
の
公
用
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
我
が
国
を
語
る
に

は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
い
う
暗
い
過
去
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
政
策
の
下
で
、
黒
人
た
ち
は
長
年
に
わ
た
っ
て
抑
圧
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
の
指
導
力
に

よ
っ
て
、
一
九
九
四
年
に
南
ア
フ
リ
カ
初
の
民
主
的
選
挙
が
行
わ
れ

て
か
ら
は
、
民
主
主
義
を
貫
い
て
い
ま
す
。
南
ア
フ
リ
カ
は
自
由
や

平
等
、
多
様
性
を
大
切
に
す
る
国
に
な
っ
た
の
で
す
。

駐
日
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
大
使

ル
ラ
マ
・
ス
マ
ッ
ツ
・ン
ゴ
ニ
ャ
マ

駐
日
大
使
は
、
各
国
の
正
式
代
表
と
し
て

日
本
に
常
駐
す
る
唯
一
の
存
在
。

大
使
の
目
に
、
日
本
外
交
は
ど
う
映
る
の
か
。

ア
フ
リ
カ
唯
一
の
Ｇ
20
メ
ン
バ
ー

南
ア
フ
リ
カ
の
ン
ゴ
ニ
ャ
マ
大
使
に
聞
く
。

Lulama Smuts Ngonyama
1952 年生まれ。1998 〜 2008 年に大統領府および
アフリカ民族会議（ANC）主席報道官、09 〜14 年
に国会議員、14 〜19 年に駐スペイン大使などを歴任
し、19 年 6月より現職。

ア
フ
リ
カ
全
体
の
開
発
を
牽
引

日
本
・
南
ア
フ
リ
カ
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

駐
日
大
使
は
語
る
⑧

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀
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国
内
に
は
八
つ
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
観

光
地
が
あ
り
ま
す
。「
ウ
ブ
ト
ゥ
（U

butu

）」（
ズ
ー
ル
ー
語
で
「
あ

な
た
が
い
る
か
ら
私
が
い
る
」
の
意
味
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
南
ア
フ
リ
カ
の
国
民
は
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
観
光
客
の
方
々
に
は
、
都
市
の
散
策
か
ら
大
自
然
で
の
冒
険

ま
で
、
必
ず
や
旅
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

—
—

二
〇
一
九
年
に
駐
日
大
使
就
任
が
決
ま
っ
た
時
の
心
境
は
い

か
が
で
し
た
か
。

大
使　

と
て
も
わ
く
わ
く
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
日

本
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
人
研
究
者
の
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
本
か
ら
、
戦
後
日
本
の
発

展
の
秘
訣
を
学
び
ま
し
た
。
駐
日
大
使
に
な
っ
て
か
ら
も
多
く
の
研

究
者
の
方
々
に
お
会
い
し
、
経
済
や
文
化
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
国
の
間
で
は
学
術
交
流
が
活
発
で
、
例
え
ば
日
本
・
南
ア
フ
リ

カ
大
学
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
Ｕ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
〇
七
年
か
ら
現
在
ま
で
に
五

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の

枠
組
み
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業

人
材
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）」
で
も
、

多
く
の
南
ア
フ
リ
カ
の
若
者
が
日
本
に
来
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
日
本
各
地
を
訪
れ
て
、
こ
の
国
の
魅
力
に
触
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
京
都
で
は
日
本
の
伝
統
を
、
大
阪
・
神
戸
で
は
経
済

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
し
ま
し
た
。
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で

は
、
南
ア
フ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
が
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
鹿
児
島
で
大

歓
迎
を
受
け
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
広
島
・
長
崎
で
は
原
爆
投

下
に
つ
い
て
、
当
時
を
経
験
し
た
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
九
九
一
年
に
核
兵
器
を
放
棄
し
た
我
が
国
は
、
広
島
・
長
崎
が
経

験
し
た
悲
劇
を
二
度
と
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

私
は
日
本
食
も
大
好
き
で
、中
で
も
み
そ
汁
が
お
気
に
入
り
で
す
。

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
き
た
公
邸
料
理
人
に
、
日
本
食
を
勉
強
し

て
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
す
。
駐
日
大
使
の
任
期
中
に
、
も
っ
と
も
っ
と

日
本
を
知
り
た
い
で
す
ね
。

日
本
も
中
国
も
、
不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー

—
—

南
ア
フ
リ
カ
は
ア
フ
リ
カ
唯
一
の
Ｇ
20
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

大
使　

Ｇ
20
は
先
進
国
と
途
上
国
が
参
加
す
る
貴
重
な
議
論
の
場
で

す
。
我
が
国
は
、
Ｇ
20
が
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に

基
づ
い
て
、
ア
フ
リ
カ
全
体
の
開
発
に
取
り
組
む
必
要
性
を
強
調
し

て
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年
に
は
我
が
国
が
議
長
国
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
発
展
を

牽
引
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｇ
20
に
加
え
て
、
我
が
国
は
国
連
の
枠
組
み
も
重
視
し
て
い
ま

す
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
連
が
さ
ら
な

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
際

社
会
の
実
情
を
踏
ま
え
た
国
連
安
保
理
改
革
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
点
で
、
我
が
国
と
日
本
は
認
識
を
共
有
し
て
お
り
、
国
連
安
保
理

非
常
任
理
事
国
と
し
て
の
日
本
の
役
割
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

—
—

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年
が
経
っ
た
今
年

二
月
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
国
の
海
軍
に
よ
る
合
同
軍
事
演

習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
使　

南
ア
フ
リ
カ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
介

入
を
容
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
際
法
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
す
。
今
回
の
紛
争
で
、
多
く
の
死
者
や

人
道
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い
ま
す
。
戦
い
を
続

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
は
一
貫
し
て
、
交
渉
に
よ
る
解

決
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
・
中
国
の
海
軍
と
の
軍
事
演
習
は
、
二
〇
一
九
年
に
続
い

て
二
回
目
で
す
。
そ
の
目
的
は
海
賊
対
策
や
災
害
対
応
を
含
め
た
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の

は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
外
交
政
策
は
「
非
同
盟
」
を
原
則
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
我
が
国
は
あ
ら
ゆ
る
国
と
の
協
力
を
望
ん
で
お

り
、
実
際
に
、
二
二
年
に
は
米
軍
と
も
合
同
演
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

—
—

南
ア
フ
リ
カ
は
、
中
国
と
の
関
係
も
緊
密
化
さ
せ
て
い
ま
す

ね
。

大
使　

我
が
国
に
と
っ
て
中
国
は
重
要
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
二
国
間
だ
け
で
な
く
、
多
国
間
の
枠
組
み
で
も
緊
密
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
経
済
的
に
は
、
中
国
は
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
の
面
で
も
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
、
地
政
学
的
な
観
点
か
ら
中
国
へ
の
懸
念
の
声
が

あ
る
こ
と
は
、
私
も
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
に

と
っ
て
、
日
本
と
中
国
は
ど
ち
ら
も
不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で

す
。
日
本
も
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
な
ど
を

通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
、
保
健
・
医
療
、
防
災
・
減

災
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
幅
広
い
分
野
で
協
力
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
目
を
向
け
れ
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
も
二
六
八
社

の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
二
〇
万
人
以
上
の
雇
用
を
創
出
し

て
い
ま
す
。
駐
日
大
使
館
と
し
て
も
、
両
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
さ
ら
に

後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
７
に
期
待
す
る
こ
と

—
—

Ｇ
７
と
の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
。

大
使　

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
Ｇ
７
諸
国
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
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野
で
緊
密
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

力
の
機
会
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
気
候
問
題
に
関
し
て
、

先
進
国
で
は
「
脱
石
炭
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
を
含

む
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
々
の
生
活
は
、
石
炭
な
し
に
は
成
り
立
た
な

い
の
が
現
状
で
す
。
Ｇ
７
に
は
排
他
的
な
枠
組
み
に
な
る
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
国
の
さ
ら
な
る
幸
福
に
向
け
て
今
後
も
努
力
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
広
島
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
代
表
し
て
、
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
議

長
国
で
あ
る
コ
モ
ロ
が
参
加
し
ま
す
。

—
—

最
後
に
、
今
後
の
日
本
・
南
ア
フ
リ
カ
関
係
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

大
使　

両
国
の
関
係
は
、
ま
す
ま
す
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
六
月
の
ラ
マ
ポ
ー
ザ
大
統
領
と
岸
田

文
雄
首
相
の
会
談
や
、
一
〇
月
の
「
日
・
南
ア
フ
リ
カ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
場
で
、
政
治
・
経
済
・
外
交
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
の
協
力
を
深
め
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

国
民
同
士
の
交
流
も
活
発
で
す
。
南
ア
フ
リ
カ
代
表
が
優
勝
し

た
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
は
、
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
人
気
が
高
ま

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
、
国
民
レ
ベ

ル
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
駐
日
大
使
館
と
し
て
も
、
大
学
で
の
講
義
や
文
化
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
国
民
同
士
の
友
好
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

　

私
は
、
南
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
関
係
が
、
さ
ら
に
強
固
な
も
の

に
な
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
両
国
の
協
力
の
地
平
は
拡

大
し
て
お
り
、
明
る
い
将
来
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
●

G7エルマウ・サミット開催期間中の 2022 年 6月27日に行われた日・南ア首
脳会談（提供・内閣広報室）




